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国際シンポジウム「彝語の世界：言語・文字とその世界観」
開催日時：2017年２月10日（金）　10：45～17：15
会　　場：獨協大学Ａ棟A306
共同主催：獨協大学国際共同研究「民族伝統文化と多言語教育の実践研究：中
国少数民族彝族についての国際共同研究」、獨協大学国際教養学部、
エスニック・マイノリティ研究会
■プログラム
開会挨拶・主旨説明　10：45～　挨拶：国際教養学部学部長　古川堅治
第一部　彝族の社会と文化　10：50～　司会：岡村圭子（本学部教授）
●彝族の歴史と社会についての解説―松岡格（本学部准教授）
○花の歌謡：彝族文化と日本文化―飯島一彦（本学部教授）
○母語教育としての彝語教育―浅山佳郎（本学部教授）
○関連研究紹介―関根謙（慶應義塾大学文学部教授）
●質疑応答
第二部　古彝文経典の世界　13：15～　司会：松岡格
●古彝文経典についての解説
○調査成果報告：『生育経』の世界―松岡格
○訳者による『生育経』の解説―立克・達曲（伝統文化継承者）
○儀礼実践者による経典についての解説－吉克・依楚（伝統文化継承者）
●質疑応答
第三部　マイノリティの伝統的知識：比較と討論　15：20～　司会：松岡格
●関連イベントの紹介―飯島一彦
○比較事例：沖縄のシャマニズム―村松彰子（相模女子大学人間社会学部専任講師）
○比較事例：南米アマゾン、森の民―
（解説）佐藤勘治（本学部教授）
（報告）Juan Carlos Galeano（フロリダ州立大学教授）
「ヤクママとクルピラ：人新世に捧ぐアマゾンからの想像」
閉会の辞　～17：15
国際シンポジウム「彝語の世界：言語・文字とその世界観」特集
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